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■CSV データをエクセルで開く方法 
 
エクスポートした CSV ファイルをエクセルで表示する際に、アイコンをダブルクリックしてそのまま
開いてしまうと、以下のように Excel が自動的にデータを変換して表示してしまいます。 
 
 
 
 
 
 
 
顧客データを自動変換させずに CSV 形式ファイルを表示・修正するには、２つの方法があります。 
 

◇Excel の機能を使ってファイルを開く方法 
 
1. Excel で新規「空白のブック」を開きます。 
 
 
 
 
 
 
                                                   
 
 
2. データメニューにある「テキストまたは CSV から」をクリック。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

番地が日付になってしまった！ 
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3.取り込みたいファイルを選択してインポート。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
4.「データ型を検出しない」で取り込みをクリックします。 
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5.表示されましたが、余計な行がついてしまいます。 

 
6.テキストエディタ等で CSV を開いて余計な行を削除する必要があります。 

 

◇Excel の以前のバージョンの機能を使ってファイルを開く方法 
 
1. 以前の Excel にあった機能を復活させます。 

オプションメニュー→データのレガシ データインポートウィザードの表示 
「□テキストから（レガシ）」にチェックを入れて「OK」をクリックします。 
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2. 空白のブックを開き、データメニューのデータの取得にある従来のウィザード→テキストから（レガシ）
を選択します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

3. 「コンマやタブなどの区切り文字によってフィールドごとに区切られたデータ」 
「先頭行をデータの見出しとして使用する」にチェックを入れて「次へ」。 
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4.フィールドの区切り文字を「コンマ」に指定して「次へ」。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
5.氏名や住所、電話番号などデータ形式を文字列に指定します。 
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生年月日は日付型に指定します。後で yyyy/mm/dd など形式を変換しなければならない場合があるから
です。 

 
6.「完了」をクリックして読み込みます。 

 
生年月日の形式を変更する場合はセルの書式設定を
おこないます。 
 
生年月日の行を選択してセルの書式設定をユーザー
定義で「yyyy/mm/dd」と入力して指定、「OK」をクリ
ックします。 
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7. 「生年月日」の形式が変換されました。 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
8. 「名前を付けて保存」を選択して任意の場所に拡張子「CSV」で保存します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

お問合せ先 

株式会社 インターメディアコンサルティング 
TEL：093-953-8860 

FAX：093-953-8861（受付：２４時間受付） 

E-MAIL：support@intermedia.co.jp 


